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先日は、徳重っ子展及び個人懇談会にご来校いただき、ありがとうございました。まも

なく、子どもたちが楽しみにしている冬休みがやってきます。ご家庭での時間を大切にし

ながら、手伝いなどを通して、地域社会の一員としての自覚を育てる機会となるよう、ご

家庭でも促してください。 

今年も、保護者の皆様には、様々な面でご理解とご協力をいただきましたこと、厚く御

礼申し上げます。来年もどうぞよろしくお願いします。よいお年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の主な予定】詳細は必ず最新の学年だよりで確認してください。  
日 月 火 水 木 金 土 
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校外学習（５年） 
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 クラブ活動 

 

 

   

 

２・３年生は３学期から、色別分団下校ではなく、学級下校となり 

ます。学校では、これまでのように安全に気を付け、同方向で一緒に 

帰るよう指導いたします。ご家庭でも安全な登下校についてお子様と 

お話ください。 

≪２・３年生の下校方法について≫ 

本年度、冬休みの必須課題は全学年ありません。冬休みの時間を家 

族で過ごしたり、お子様の興味・関心に合わせた学びや、ドリル・Ｑ 

ｕｂｅｎａなどを活用して苦手な学習の内容に取り組んだりして、有 

意義な冬休みにしてください。 

≪冬休みの課題について≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 以下の教科書等は次年度以降も使用しますのでご家庭で保管してください。年度末

にも再度お知らせをする予定です。 

１年生 
生 活 科：１・２年上、下 

図画工作科：１・２年上、下 

２年生 なし 

３年生 

地 図 帳：６年生まで継続使用 

図画工作科：３・４年上、下 

保   健：３・４年 

４年生 地 図 帳：６年生まで継続使用 

５年生 

地 図 帳：６年生まで継続使用 

図画工作科：５・６年上、下 

家 庭 科：５・６年＋家庭科の学習(ノート)５・６年 

保   健：５・６年 

外 国 語：Picture Dictionary 

６年生 
外 国 語：Picture Dictionary 

※中学校では使用しませんが、学習に生かせるため保管をお勧めします。 

 

≪来年も継続して使用する教科書について≫ 

最近はお正月にはお年玉が手に入り、ゲームを購入したり、課金をしたりする小学生

が多くなりました。ゲーム機やスマートフォンからインターネットにアクセスし、世界

中の人とつながることもできます。ゲームは中毒性があり、睡眠障害や集中力の低下、

インターネットを介して人間関係のトラブルなどを引き起こす面があり 

ます。そのため、年齢制限が設けられているものもあります。お子様が 

ゲームやスマートフォンとどのように向き合っていくと良いのか悩まし 

い問題かと思われます。 

同じ道具で例を挙げると、包丁はとても便利な道具です。使い方を誤れば 

自分や他人を傷つける可能性がありますが、使用に対して年齢制限はありま 

せん。大人は子どもの「できた」という達成感を大切にするため、包丁を正 

しく安全に使うことができるか見守ることで子どもは成長をしていきます。 

ゲームやスマートフォンは、使用内容が見えにくく管理が難しいですが、大 

人が見守ることができる環境で使うことは共通して大切なことだと思います。 

未成年の内は、子どもの持ち物は保護者が管理する権利・責任があること 

を伝え、使用時間・使用場所を決めてリビングなど家族が見守ることができ 

る環境で使用させるとよいでしょう。親に見られて困るような使い方をしな 

いことも約束し、いつでも親が見ることができるようにする等、家族での使 

い方の約束をつくることが大切です。冬休みにお子様とゲームやスマートフ 

ォンの使い方について再確認してください。 

≪ゲームやインターネットとの付き合い方≫ 


